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② 第２部の講評 

 2014 年の噴火の際、王滝村の本

部にいたが、捜索に入るかどうか

の検討をするとき、情報が入って

こなかった。雲仙のときは、火山

学者が、自衛隊が救助に入るのを

止めた。2 次災害を防止するため

にも科学的な情報が必須である。 

 振興局が初動対応は大変になる。

訓練を繰り返してスキルアップをしてほしい。 

 また、雲仙では、年に 2 回山に登って登山道の確認などを行う防災登山

を行っている。御嶽山では状況が異なるが、訓練以外にも組み合わせて

効果を上げてほしい。 

 

６． 訓練の様子 
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